
1 売上高は、為替影響による上振れはあっ
たものの、中国における減産影響により
前年同期比1.7％の減収となりました。

2 営業利益は、中国における減産影響や、
国内外での賃上げ、原材料価格上昇など
の経済変動影響による悪化要因を、自社
体質改善や為替影響により挽回したもの
の、新機種向け開発費の負担増加により4
億3千7百万円の営業損失となりました。

3 25年3月期の配当金は、上期は1株あたり
7.5円を実施、下期は7.5円、年間15円の
実施を予定しております。
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代表取締役社長執行役員　長谷川 健一

株主の皆様へ
平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
第88期中間期の業績について、ご報告させていた
だきます。 株式会社今仙電機製作所

〒484-8507　愛知県犬山市字柿畑1番地　　TEL（0568）67-1211（代表）

第88期　中間期のポイント

財務ハイライト 第88期 中間期（2025年3月期 中間期）

www.imasen.co.jp詳細な財務情報は、当社のIRウェブサイトをご覧ください。
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移動空間の未来を創る



トピックス

前中長期経営計画では、事業体制強化の面などで一定の成果を出すことができたものの、業績面の回復が
不十分であることや、企業成長に重点を置いた施策に今後取り組む必要性があることから、安定した収益
体質を整え、IMASENのさらなる企業価値向上を目指し、中長期経営計画の見直しを行いました。

新中長期経営計画

売上高はやや減少が見込まれるものの 
底打ち
⇒ 収益体質の強化を図り、29年度目標

の実現に向けた体制整備

2029年度の長期経営計画を達成するために、2026年度までの中期経営計画では、「業績回
復と事業成長」を会社目標とし、「経営スピード」、「攻め」と「守り」、「シナジー」の4つ
の大項目のもと、次に掲げる9つの重点施策を展開いたします。

■事業成長に向けて
2024年度 予想

売上高 935億円
営業利益 0.1％

ROE 2.9％

2026年度 中期収益目標

売上高 910億円
営業利益 4.0％

ROE 4.0％以上

2029年度 長期目標

売上高 1,500億円
営業利益 6.0％

ROE 7.0％以上

▶  29年の長期目標を再設定し、目標を達成するマイルストーンとして今期から3年間
の中期経営計画を策定する

▶ ROE目標値の導入
自社の資本コストを把握した上で、株主資本コストを上回り、かつ自動車部品の業界水準以上
のROEを実現し、さらなる企業価値向上を目指す

移動空間の
　未来を創る

長期目標を達成するため3年の中期経営計画を策定（計画確度の向上）1

資本コスト・株価を意識した経営の実現に向けて3

▶  3本足の事業展開から、自動車部品事業の主要2事業（シート電装、電子）へ
の注力に転換し、収益体質強化を促進する

▶  ヘルスケア関連については、“歩く”を通じた健康寿命や車両乗車時の健康
維持に結びつくような人間工学の研究を継続する

主要2事業への集中（収益体質の強化）2



福祉機器関連事業の事業成長に向け、レンタルの取り扱いを開始。
対象ユーザーを広げた製品ラインアップを揃えています。

様々なユーザーを想定した製品を投入し、好評を得ています

北米拠点のシート生産体制最適化の取り組みとし
て、テネシー工場の生産機能をオハイオ工場に集
約いたします。

これにより北米拠点の生産はオハイオ工場の1拠点
体制となり、生産や物流の効率を最大限に高めた
リーンな生産体制が実現されます。

－ESG－　福祉機器関連事業の展開

－シート・電装事業－　北米生産体制の最適化

テネシー工場は2024年末閉鎖

福祉機器関連事業を担う今仙技術研究所
では、毎年「24時間テレビチャリティー
委員会」を通じて全国の身体の不自由な
方々に当社製品を提供しています。

オハイオ工場

オハイオ工場

テネシー工場

9つの重点施策
経営スピード

収益

①意思決定のスピードアップと権限移譲の促進

攻め
②営業機能の強化

③メガサプライヤーを超える競争力の強化

④北米・中国再編による収益強化

守り
⑤調達構造の再構築による材料費率の改善

⑥稼ぐ力の再構築

資本効率 ⑦ROEと資本コストを意識した資本政策

シナジー 収益 ⑧グループシナジーによる将来製品開発

事業基盤 ⑨ESG経営の推進

KATANAβ（短距離走用義足）
陸上競技ビギナーからトップ選手まで対応

BabyLoco（べビーロコ）
小児用移動支援機器
自ら移動する当たり前の喜びを
全てのお子さんに

電動車いす
乗られる方の快適さはもとより、
介護する方や環境にも優しく

myride（マイライド）
「自らの意思で動く楽しさ」を
提供する折りたたみ可能な
電動カート



会社概要（2024年9月30日現在）

株主メモ

所有者別分布状況

自己株式
6.67%（1,565千株）

外国人
5.51%（1,294千株）

その他国内法人
42.30%（9,931千株）

個人・その他
34.66%（8,135千株）

証券会社
1.41%（331千株）

金融機関
9.45%（2,217千株）

株 式 数

株式情報（2024年9月30日現在）

役員（2024年9月30日現在）

様々な情報をホームページでご覧になれます。
https://www.imasen.co.jp/ ≫

社 名 株式会社今仙電機製作所
Imasen Electric Industrial Co.,Ltd.

設 立 1939年2月1日
資 本 金 7,289百万円
主な事業内容 自動車用機構製品及び電装製品の製造・販売
従 業 員 数 2,903名（連結）
本 社 所 在 地 愛知県犬山市字柿畑1番地

開 発 拠 点
及 び 営 業 所

本社テクニカルセンター／
栃木テクニカルセンター／広島テクニカルセンター／
IMASENグローバル開発・研修センター／横浜営業所

工 場 岐阜工場／名古屋工場／広島工場／八百津工場／
岡山工場／春里工場／可児工場

海 外 拠 点 米国／メキシコ／中国／タイ／インドネシア／
フィリピン／インド／台湾

代表取締役社長執行役員 長 谷 川 　 健 　 一
取締役常務執行役員 宮 本 秀 幸
取締役常務執行役員 萩 元 達 也
取締役常務執行役員 木 澤 　 豊
取 締 役 執 行 役 員 櫻 井 孝 充
取 締 役 執 行 役 員 堀 部 修 一
社 外 取 締 役 亀 山 恭 一
社 外 取 締 役 村 山 隆 平
社 外 取 締 役 浜 崎 佳 子
常 勤 監 査 役 奥 田 朋 近
常 勤 監 査 役 岩 本 靖 雄
社 外 監 査 役 長 谷 川 　 周 　 義
社 外 監 査 役 久 志 本 　 修 　 一

大株主（上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
テ イ ・ エ ス  テ ッ ク 株 式 会 社 7,981 36.43
Ｉ Ｍ Ａ Ｓ Ｅ Ｎ 取 引 先 持 株 会 969 4.42
今 仙 電 機 従 業 員 持 株 会 636 2.91
I N T E R A C T I V E B R O K E R S L L C 557 2.54
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 505 2.31
株 式 会 社 三 十 三 銀 行 505 2.30
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 477 2.18
M S I P  C L I E N T  S E C U R I T I E S 329 1.50
日 本 発 條 株 式 会 社 310 1.41
本 田 技 研 工 業 株 式 会 社 290 1.33

注 1．当社は、自己株式を1,565千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
 2．持株比率は自己株式（1,565千株）を控除して計算しております。

株式の状況
発行可能株式総数 49,195,000株
発行済株式の総数 23,475,352株
株主数 5,593名

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 定時株主総会・期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先

電 話 照 会 先 

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）

同 取 次 窓 口 三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
単 元 株 式 数 100株
証 券 コ ー ド 7266（東証スタンダード・名証プレミア）

公式X（旧Twitter）　@Imasen_Official ≫

株主の皆さまの
声をお聞かせください

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記URLにアクセスいただき、
アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する
「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」
      koekiku@pronexus.co.jp

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝を進呈させていただきます。

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

QRコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

https://koekiku.jp

アクセスキー  72666Pph


